
がん検診の受付

（4）

質
問　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
実
施
状
況
は
。

ま
た
、
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
検
診
拡

充
の
考
え
は
。

答
弁　

今
年
度
、
乳
が
ん
検
診
は
41

歳
、
子
宮
が
ん
検
診
は
21
歳
の
方
に

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
た
。
自

己
負
担
が
あ
っ
た
時
と
比
較
し
、
受

診
率
は
、
乳
が
ん
検
診
は
５
・
５
％
、

子
宮
が
ん
検
診
は
２
・
６
％
上
昇
し

た
。
来
年
度
は
、
国
の
補
助
を
利
用

し
、
未
受
診
者
へ
の
コ
ー
ル
・
リ
コ

ー
ル
事
業
に
も
取
り
組
み
た
い
。
レ

デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
検
診
は
、
実
施
日

数
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の

相
談
状
況
は
。
ま
た
、
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
。

質
問　

高
崎
青
年
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
、
建
物
の
耐
力
度
、
体
育
館
や

隣
接
の
廃
止
し
た
プ
ー
ル
の
現
状
は
。

答
弁　

年
間
４
万
人
弱
、
一
日
換
算

１
２
０
人
の
利
用
状
況
で
、
建
物
は

緊
急
に
建
て
替
え
を
必
要
と
し
な
い

耐
力
度
で
あ
る
。
体
育
館
の
利
用
予

約
は
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
合
間
の
時

間
帯
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
利

用
促
進
し
た
い
。
旧
東
部
プ
ー
ル
は

解
体
後
の
用
途
が
決
ま
っ
て
い
な
い

答
弁　

今
年
度
の
相
談
は
10
月
末
で

94
件
あ
り
、
う
ち
11
件
が
Ｄ
Ｖ
関
係
、

２
件
が
ス
ト
ー
カ
ー
関
係
で
あ
っ
た
。

現
在
の
支
援
体
制
に
新
た
に
相
談
専

用
電
話
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
備
え
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
の
連
携
で
、
緊
急
時
の

安
全
確
保
や
同
行
支
援
を
行
い
、
被

害
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

質
問　

公
民
館
２
階
へ
の
洋
式
ト
イ

レ
設
置
の
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

答
弁　

２
階
に
洋
式
ト
イ
レ
が
あ
る

館
が
19
館
、
な
い
館
が
18
館
、
ト
イ

レ
自
体
が
な
い
館
が
５
館
あ
る
。
今

後
は
ト
イ
レ
洋
式
化
の
検
討
を
進
め
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き

る
公
民
館
の
整
備
を
進
め
た
い
。

た
め
取
り
壊
し
は
未
定
で
あ
る
。
今

後
も
青
少
年
活
動
の
拠
点
と
し
て
健

全
育
成
を
推
進
し
た
い
。

質
問　

綿
貫
市
営
住
宅
は
居
住
者
の

高
齢
化
や
建
物
の
老
朽
化
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
現
状
と
今
後
の
予
定
は
。

答
弁　

現
在
の
入
居
率
は
84
・
３
％
、

建
設
さ
れ
た
多
く
の
市
営
住
宅
と
と

も
に
大
規
模
修
繕
を
必
要
と
す
る
時

期
に
き
て
い
る
。
計
画
的
な
修
繕
や

改
善
、
再
活
用
方
法
や
効
果
的
な
建

て
替
え
の
検
討
な
ど
を
行
い
た
い
。

質
問　

競
馬
場
跡
地
周
辺
の
渋
滞
対

策
に
つ
い
て
、
道
路
整
備
の
方
針
は
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

印
鑑
登
録
証
カ
ー
ド
や
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
等
の
活
用
例
が
国
か

ら
例
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ニ
ー
ズ

の
洗
い
出
し
や
他
の
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し
た
い
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
等
の

証
明
書
交
付
は
、
利
便
性
の
向
上
が

図
れ
る
が
、
今
後
の
制
度
改
正
の
状

ま
た
、
集
中
豪
雨
時
の
雨
水
対
策
は
。

答
弁　

道
路
整
備
は
、
県
と
協
力
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
雨

水
対
策
は
、
競
馬
場
跡
地
の
場
内
に

降
っ
た
雨
水
を
一
時
的
に
場
内
に
貯

留
し
、
少
し
ず
つ
既
設
水
路
に
排
水

す
る
計
画
で
県
と
協
議
し
て
い
る
。

況
が
流
動
的
で
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、

今
後
の
動
向
を
考
慮
し
て
導
入
を
検

討
し
た
い
。

質
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

新
規
会
員
の
傾
向
と
課
題
は
。

答
弁　

新
規
会
員
は
、
事
務
系
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
方
や
女
性
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
方
に
合
う
職

種
の
開
拓
が
課
題
で
あ
る
。
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
、
高
齢
者
の
就
労
支
援

は
も
と
よ
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
機
能
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
継
続
し
た
支
援
を
し
た
い
。

質
問　

介
護
保
険
法
の
改
正
で
新
た

に
市
町
村
裁
量
と
な
る
総
合
事
業
に
、

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
就
労
機
会
を

生
み
出
す
事
業
を
望
む
が
、
考
え
は
。

答
弁　

法
の
改
正
に
よ
り
開
始
さ
れ

る
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体

は
、
介
護
事
業
所
に
加
え
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
が
想
定
さ
れ

る
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
な
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
や
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を

創
設
の
意
向
が
あ
る
の
で
、
本
市
と

し
て
は
必
要
な
支
援
を
し
た
い
。

地
区
公
民
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化

女
性
の
健
康
と
安
全
へ
の
支
援

高た
か
は
し橋 

美み

ゆ

き幸

（
公
明
党
）

そ
の
う
ち
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
47 
・

３
％
、
一
人
暮
ら
し
以
外
の
高
齢
者

世
帯
は
約
７
％
で
あ
る
。
建
設
後
42

年
か
ら
44
年
が
経
過
し
、
同
時
期
に

まめ知識
住民票を有する全ての人に１人１つの番号を付して、複数の機関にある個人の情報が同一人の情報であること
を確認するための制度のこと。●マイナンバー制度

質問者順で掲載しています

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問することをいい、毎定例会で行われます。

　綿
貫
市
営
住
宅
の
今
後

高
崎
青
年
セ
ン
タ
ー
の
現
状
根ね

ぎ

し岸 

赴ゆ

き

お夫

（
新
風
会
）

高
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
活
用
丸ま

る
や
ま山 

　覚
さ
と
る

（
公
明
党
）

（P5参照）



小学校での農業体験活動

（5）

質
問　

小
・
中
学
校
の
農
業
体
験
活

動
の
実
施
状
況
と
成
果
は
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

小
学
校
で
は
、
生
活
科
や
社

会
科
な
ど
の
時
間
に
稲
や
野
菜
の
栽

培
を
行
い
、
ま
た
、
市
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
小
学
生
自
然
体
験
活
動

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
中
学
校
で

は
、
職
場
体
験
活
動
で
野
菜
の
収
穫

な
ど
を
し
て
い
る
。
農
業
や
地
域
の

農
産
物
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
地
域

や
自
然
を
愛
す
る
心
へ
つ
な
が
る
な

ど
の
成
果
が
あ
る
。
米
づ
く
り
等
の

体
験
は
大
事
で
あ
り
、
今
後
も
農
業

体
験
の
充
実
を
図
り
た
い
。

質
問　

大
雪
に
よ
る
農
業
災
害
の
再

建
状
況
は
。
ま
た
、
関
連
す
る
融
資

質
問　

上
野
三
碑
の
世
界
記
憶
遺
産

登
録
に
向
け
、
協
議
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
だ

が
、
本
市
は
登
録
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

登
録
に
向
け
た
活
動
は
、
貴

重
な
財
産
で
あ
る
上
野
三
碑
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

本
市
の
宝
を
世
界
に
発
信
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
。
ま
た
、
人
類
共

通
の
遺
産
と
し
て
、
未
来
に
引
き
継

ぐ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
変
意
義
の

制
度
と
そ
の
利
用
状
況
は
。

答
弁　

資
材
不
足
等
に
よ
り
、
再
建

は
現
状
２
〜
３
割
程
度
と
思
わ
れ
る

が
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
だ
け
で
も
す
べ
て
再
建
し
た
い

と
業
者
等
か
ら
聞
い
て
い
る
。
融
資

制
度
は
、
市
独
自
の
農
業
者
災
害
等

緊
急
対
応
資
金
の
ほ
か
、
金
融
機
関

の
農
業
近
代
化
資
金
や
県
の
大
雪
災

害
緊
急
対
策
資
金
等
が
あ
る
。
本
市

の
融
資
は
、
施
設
の
再
建
だ
け
で
な

く
、
運
転
資
金
等
に
も
利
用
で
き
、

利
子
や
保
証
料
を
全
額
補
助
す
る
最

も
有
利
な
も
の
で
、
利
用
状
況
は
23

件
あ
る
。
今
後
も
農
協
や
金
融
機
関

と
協
力
し
融
資
制
度
の
周
知
を
図
り
、

被
災
農
業
者
の
支
援
に
努
め
た
い
。

あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

見
学
者
の
増
加
に
対
し
、
上

野
三
碑
周
辺
の
整
備
は
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
状
況
は
。

答
弁　

見
学
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
周
辺
環
境
が
良

好
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

質
問　

高
崎
山
車
ま
つ
り
に
出
場
す

る
江
戸
型
の
山
車
は
38
台
あ
り
、
保

有
台
数
は
全
国
一
で
、
本
市
の
大
き

な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
市
内
に
は

他
に
も
各
地
域
に
山
車
が
あ
る
が
、

全
部
で
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答
弁　

高
崎
山
車
ま
つ
り
に
参
加
し

て
い
な
い
地
域
に
も
多
く
の
山
車
が

あ
る
。
地
域
の
山
車
の
合
計
は
61
台

で
あ
り
、
山
車
ま
つ
り
に
参
加
す
る

38
台
を
含
め
全
部
で
99
台
あ
る
。
地

域
の
山
車
に
は
、
３
輪
の
も
の
や
舞

台
が
回
転
す
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
り
、
地
域
の
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
い
る
。

介護保険法の改正により、介護予防や生活支援サービス等を市町村の判断により、総合的に提供することができる事業のこと。●総合事業

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

学
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
成
果
片か

た
か
い貝 

喜き
い
ち
ろ
う

一
郎

（
新
風
会
）

まめ知識

高

崎

市

内

の

山

車

上こ
う
ず
け野
三さ

ん
ぴ碑
の
世
界
記
憶
遺
産
登
録

白し
ら
い
し石 

隆た

か

お夫

（
新
風
会
）

空
き
家
サ
ロ
ン
改
修
助
成
金

地
方
創
生
と
本
市
の
取
り
組
み
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

大
雪
に
よ
る
農
業
災
害
の
再
建

小
・
中
学
校
の
農
業
体
験
活
動

青あ
お
や
ぎ栁 

　隆
た
か
し

（
新
風
会
）

質
問　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

学
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
成
果
は
。

答
弁　

本
事
業
は
、
全
学
校
区
に
お

い
て
、
学
習
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、

放
課
後
や
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
自
作
教
材

を
活
用
し
た
り
、
学
習
会
を
紹
介
す

る
通
信
を
地
域
に
配
布
す
る
な
ど
の

一
体
感
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

質
問　

よ
り
一
層
の
推
進
を
望
む
が
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
き
れ
て
い
な
い
状
況
や
、
子
ど

質
問　

市
長
は
参
議
院
特
別
委
員
会

の
地
方
公
聴
会
に
出
席
し
、
ど
ん
な

意
見
を
述
べ
た
か
。
ま
た
、
創
意
工

夫
に
取
り
組
む
自
治
体
に
財
政
的
支

援
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
弁　

本
市
の
施
策
の
実
情
を
説
明

し
た
。
地
方
創
生
は
、
地
方
に
新
し

い
人
の
流
れ
や
仕
事
を
つ
く
り
、
安

心
し
て
働
け
る
こ
と
な
ど
を
基
本
理

念
に
掲
げ
て
い
る
。
新
た
な
財
政
措

置
の
内
容
は
、
新
聞
報
道
で
し
か
把

握
し
て
い
な
い
が
、
自
治
体
が
弾
力

的
に
使
え
る
よ
う
な
措
置
が
必
要
で

あ
り
、
よ
く
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
崎
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
産
業
団

地
（
仮
称
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
募
集
の

申
し
込
み
状
況
は
。
ま
た
市
と
高
崎

工
業
団
地
造
成
組
合
の
調
整
内
容
は
。

答
弁　

申
し
込
み
は
59
社
で
、
条
件

に
合
う
34
社
を
登
録
し
た
。
企
業
選

定
は
、
市
民
の
雇
用
や
税
収
に
つ
な

が
り
、
地
域
貢
献
が
で
き
る
企
業
と

し
た
い
。
ま
た
、
新
設
す
る
幹
線
道

路
や
公
園
等
の
計
画
づ
く
り
の
観
点

か
ら
調
整
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問　

空
き
家
サ
ロ
ン
改
修
助
成
金

の
サ
ロ
ン
形
態
と
空
き
家
の
要
件
は
。

ま
た
、
要
件
を
広
げ
る
考
え
は
。

答
弁　

形
態
は
町
内
会
な
ど
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
や
子
育
て

マ
マ
の
交
流
の
場
を
想
定
し
、
要
件

は
10
年
程
度
以
上
の
空
き
家
と
す
る
。

要
件
の
拡
大
は
、
様
々
な
意
見
を
参

考
に
今
後
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

も
の
個
人
差
へ
の
対
応
が
難
し
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
次
年
度
へ
向
け

改
善
す
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

各
小
･
中
学
校
の
事
情
に
合

わ
せ
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
望
む
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

部
活
を
し
て
い
る
中
学
生
も
、

こ
の
学
習
の
機
会
に
参
加
で
き
る
新

た
な
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
対
応
を
心
掛

け
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
な
る
よ
う
、
今
後
も
学
校
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

（P4、P8参照）

積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
意
欲
の
向
上
と
と
も
に
、
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
と
い
う


